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 精神科での薬の種類
1 抗不安薬 2 睡眠薬 3 抗うつ薬 4 抗精神病薬 5 抗認知症薬

抗不安薬・睡眠薬の投与⽇数制限
 それぞれの薬の分類
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演者は、⽇本精神神経学会の専⾨医・指導医です。
五稜会病院は、薬の臨床治験を通じて創薬に貢献しています。

印は五稜会病院で臨床治験を⾏った薬剤です。
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抗不安薬の種類
 抗不安薬は、不安、緊張を和らげる薬。不安や緊張が強い場合に処⽅される
 代表的な薬として「ベンゾジアゼピン系抗不安薬」があるが、「依存性」に注意
 抗不安薬は、不安、緊張を和らげる薬。不安や緊張が強い場合に処⽅される
 代表的な薬として「ベンゾジアゼピン系抗不安薬」があるが、「依存性」に注意



睡眠薬の種類
 睡眠薬の歴史は1880年代のバルピツール酸塩系から。耐性、依存性、呼吸抑制
 現在、1950年代以降のベンゾジアゼピン(BZ)系と1980年代以降の ⾮BZ系睡眠薬
 睡眠薬の歴史は1880年代のバルピツール酸塩系から。耐性、依存性、呼吸抑制
 現在、1950年代以降のベンゾジアゼピン(BZ)系と1980年代以降の ⾮BZ系睡眠薬

オレキシン受容体拮抗薬 脳の覚醒を促すオレキシンの受容体を阻害し、脳を睡眠状態にさせる薬
 ベルソムラ（スボレキサント2014年）・ デエビゴ（レンボレキサント2020年）



抗不安薬 睡眠薬の投与⽇数制限



抗うつ薬の種類
抗うつ薬は、脳内環境を整えるために「脳内の神経伝達系」に働きかける
ただし、抗うつ薬だけでうつ症状は改善しません。規則正しい⽣活が⼤事
抗うつ薬は、脳内環境を整えるために「脳内の神経伝達系」に働きかける
ただし、抗うつ薬だけでうつ症状は改善しません。規則正しい⽣活が⼤事



抗精神病薬の種類
抗精神病薬の作⽤機序での主要物質は、脳内に分泌される脳内神経伝達物質ドーパミン
主な薬理作⽤は、脳内のドーパミン・レセプターをブロック、神経伝達の流れを⽌める
抗精神病薬の作⽤機序での主要物質は、脳内に分泌される脳内神経伝達物質ドーパミン
主な薬理作⽤は、脳内のドーパミン・レセプターをブロック、神経伝達の流れを⽌める



抗認知症薬の種類
 作⽤機序から主に2つ 「コリンエステラーゼ阻害薬」 「NMDA受容体拮抗薬」
 軽度認知障害（MCI）での治療開始により症状の緩和、進⾏を遅らせたりする可能性
 作⽤機序から主に2つ 「コリンエステラーゼ阻害薬」 「NMDA受容体拮抗薬」
 軽度認知障害（MCI）での治療開始により症状の緩和、進⾏を遅らせたりする可能性

アルツハイマー病の新規治療薬レケンビ(⼀般名レカネマブ)
 アルツハイマー病の要因のアミロイドベータ（Aβ）を選択的に除去、進⾏抑制
アルツハイマー病の新規治療薬レケンビ(⼀般名レカネマブ)
 アルツハイマー病の要因のアミロイドベータ（Aβ）を選択的に除去、進⾏抑制



まとめ

精神科での薬には、⼤きく5種類（他に気分安定薬・抗パーキンソン薬・抗てんかん薬）
1 抗不安薬 2 睡眠薬 3 抗うつ薬 4 抗精神病薬 5 抗認知症薬

抗不安薬・睡眠薬には、依存性の問題があるので注意
 そのため、抗不安薬、睡眠薬には投与⽇数制限がある

抗不安薬・睡眠薬 マイナー、抗精神病薬は メジャートランキライザーと呼ばれる
抗不安薬・睡眠薬４種類 超短時間型 短時間型 中時間型 ⻑時間型
抗うつ薬 5種類 三環系 四環系 SSRI SNRI NaSSA
抗精神病薬7種類 フェノチアジン ブチロフェノン ベンザミド SDA     MARTA DPA    SDAM
抗認知症薬３種類 コリンエステラーゼ阻害薬 NMDA受容体拮抗薬 レカネマブ

精神科で使われる薬の種類

薬を安易に使うのではなく、治療の基本は規則正しい⽣活
精神科の薬の服⽤時、お酒と⼀緒はダメ。運転はしないこと
薬を安易に使うのではなく、治療の基本は規則正しい⽣活
精神科の薬の服⽤時、お酒と⼀緒はダメ。運転はしないこと
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